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序 文

文化財は、 わが国の長い歴史の中で生まれ、 今日まで守り伝えられてきた貴重な国民共

有の財産であり、 その地域の歴史、 伝統、 文化などの理解のために欠くことのできないも

のであると同時に、 将来の文化の向上• 発展の基礎をなすものであります。

とりわけ、 地中に埋もれている埋蔵文化財は、 文字資料だけでは知ることができなかっ

た先人の生活の様子や文字がまだなかった時代の人々の生活や文化について、 私たちに多

くの情報を与えてくれます。

近年、 原町市内では広範囲にわたり開発の波が押し寄せつつあります。 その一方、 長い

歴史を経て保存されてきた埋蔵文化財が一日にして失われてしまう危険性があります。 こ

のような状況のなか、 教育委員会では、 埋蔵文化財の保護のため、 開発が行われる前に、

遺跡の範囲や性格などの資料を得る目的で、 分布調査や試掘調査を実施しております。

開発に際しては、 これらの資料をもとに、 関係の方々及び機関と遺跡についての保存協

議を行い、 保存が困難な場合については、 図面や写真などによる記録保存のための発掘調

査を実施しております。

本報告書は、 平成15年度に国及び福島県の補助金を得て実施した市内遺跡発掘調査事業

の試掘調査の成果報告書です。 今後この報告書を、 埋蔵文化財の保護、 地域史研究のため

に活用していただければ幸いに存じます。

終わりに、 地権者の皆様をはじめ、 調査にご協力いただきました方々に心から感謝いた

します。

平成16年3月

- 1 -

原町市教育委員会

教育長 渡邊光雄
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例 戸

1. 本報告書は、 平成15年度に実施した原町市内遺跡の試掘調査報告書である。

2. 調査は、 国及び福島県の補助金の交付を得て原町市教育委員会が実施した。

3. 発掘調査は、 以下の体制で実施した。

調 査主 体 原町市教育委員会 教育長

原町市教育委員会事 務 局

渡 邊 光

事務局長

事務局次長

文化財課長

課長補佐

主 査

主 査

事務補助

調 査担当 原町市教育委員会事務局 文化財保護係

係 長

主任学芸員

文化財主事

発掘調査員

雄

石橋三男

佐藤 光

坂下昌弘

二谷 真

渡邊芳信

北山淑英

小林美枝子

堀 耕平

齋藤直之

荒 淑人

藤木 海

調査補助員

整理補助員

発掘補助員

狭川麻子

新） I[幸子 ・ 古谷洋子 ・ 山本恵子

各調査遺跡に掲載する。

4. 発掘調査にあたっては、 次 の機関及び個人から協力を得た。 記して感謝の意を申し上げる。

福島県相双農林事務所 ・ 原町市士地改良区 ・原町市泉行政区 ・ 庄司建設株式会社 ・ 滝建設株

式会社 ・ 青沼隆・青沼律子 ・ 石橋哲夫・上原孝子 ・ 上原義直 ・ 小林義重 ・ 今野スミ子 ・ 佐藤

和子 ・ 佐藤忠俊 ・ 佐藤信之• 佐藤正三• 佐藤美保子 ・ 高野勝子 ・ 新妻洋子 ・ 本山クニ子 ・ 横

山元栄 ・ 渡辺トシ子

5. 本事業で撮影した空中写真は、 有限会社東邦企画に委託した。

6. 五治郎内古墳群地形測量、 泉廃寺跡 ・ 泉舘跡の基準点測量は株式会社日建に委託した。

7. 本文の執筆、 編集は、 原町市教育委員会文化財課 堀 耕平、 荒 淑人、 藤木海が行った。

8. 泉廃寺跡の発掘調査については泉廃寺跡発掘調査指導委員会を設置し、 指導 ・ 助言を得て

（順不同 敬称略）

いる。 発掘調査指導委員会の組織は以下のとおりである。

委員長

副委員長

委 員

委 員

岡田茂弘

鈴木 啓

玉川 一郎

佐川正敏

東 北歴史博物館

福 島 県考古学会
（財）福島県文化振興事業団遺跡調査課

東北学院大学文学部

館

会

課

教

長

長

長

授
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9. 発掘調査、 報告書作成にあたり、 次の方々から指導、 助言を得た。 記して感謝申し上げる。

文化庁文化財部記念物課 ・ 福島県教育庁生涯学習文化・スポ ー ツ領域文化財グルー プ ・ 福島

県文化且オセンク 白拘館まほるん ・ （財）福島県文化振興事業団 ・ 王田義英・坂井秀弥（又

化庁）山中敏史・馬場基（独立行政法人奈良文化財研究所）平川南 ・ 阿部義平（国立歴史民

俗博物館）長谷川文夫・山内幹夫•佐藤啓 ・ 飯村均 ・ 木本元治 ・ 菅原祥夫 ・ 高橋信 ー
・

玉川一郎・寺島文隆 ・ 芳賀英一•安田稔（福島県文化振興事業団）青山博樹・石本弘 ・

大越道正 ・ 菅原幹夫•松本茂•森幸彦・吉田秀亨（福島県文化財センター白河館まほろん）

進藤秋輝 ・ 高野芳宏 ・ 丹羽茂（東北歴史博物館）鈴木孝行（宮城県多賀城市埋蔵文化財調査

センター）村田晃 ー（宮城県教育委員会）大河原基典（宮城県大和町教育委員会）佐藤敏幸

（宮城県矢本町教育委員会）鈴木勝彦 ・ 高橋誠明 ・ 大谷基（宮城県古川市教育委員会）

長島栄 一（宮城県仙台市教育委員会）安達訓仁（宮城県瀬峰町教育委員会）石崎高臣（岩手

県文化振興事業団）長谷川真（岩手県宮古市教育委員会）猪狩忠雄・猪狩みち子（財団法人

いわき市教育文化振興事業団）中村真由美（二本松教育委員会）皆川隆男・木崎悠（須賀川

市教育委員会）和田聡（塩川町教育委員会）川田強•佐川久（小裔町教育委員会）鈴木功・

鈴木一 寿（白河市教育委員会）嶋村一 志（泉崎村教育委員会）平田禎文（三春町教育委員

会）三瓶秀文（富岡町教育委員会）吉田陽一（岩代町役場）大橋泰夫（とちぎ生涯学習文化

財団）木村友則（栃木県国分寺町教育委員会）黒澤彰哉（茨城県立歴史館）瓦吹堅（茨城県

教育財団）田中広明（埼玉県埋蔵文化財調査事業団）鳥羽政之（埼玉県岡部町教育委員会）

清水理史（埼玉県鶴ヶ島市遺跡調査会）中島広顕（東京都北区教育委員会）山路直充（市川

考古博物館）松本太郎（千葉県市川市教育委員会）辻史郎（千莱県我孫子市教育委員会）須

藤隆•藤沢敦（東北大学）須田勉・戸田有二（国士舘大学）前中和巳（兵庫県明石市教育委

員会）矢野和昭（福岡県新吉富村教育委員会）大塚初重（明治大学名誉教授）工藤雅樹（福

島大学名誉教授）菊地芳郎（福島大学）三上喜孝（山形大学）熊谷公男 ・ 辻秀人（東北学院

大学）吉田歓（山形県立米沢女子短期大学）木本雅康（長崎外国語大学）早川泉（大成エン

ジニアリング株式会社）北原実徳（有明文化財研究所）桑原滋郎 ・ 木下良 ・ 西徹雄 ・ 原町市

文化財保護審議会 ・ 原町市文化財解説ボランティアガイド （順不同·敬称略）

10. 調査で得られた資料は、 原町市教育委員会が保管している。

凡 例

1. 図中の方位は真北方向を示し、 水糸レベルは海抜高度を示す。

2. 遺物の断面黒ベタは須恵器、 それ以外は白抜きで図示した。

3. 掲載した遺構 ・ 遺物の縮尺は、 挿図下方にスケ ール、 縮尺率を付している。

4. 断面図の土層は、 基本層位をL I·L II··· で、 遺構堆積上をQ, l·Q, 2で表示した。

5. 本文並びに図作成に使用した記号 ・ 略号は、 以下の内容を示す。

T: トレンチ SB: 掘立柱建物跡 SD: 溝跡 SI : 竪穴住居跡 SK: 土坑 P: ピット
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第1章 原町市を取り巻く環境

第1章 原町市を取り巻く環境

第1節 地理的環境

福島県原町市は、 浜通り地方の阿武隈高地東縁部東部の低地帯北方、 相馬地方のほぼ中央に

位置しており、 東は太平洋に面し、 北は祖馬郡鹿島町、 南は小高町、 西は飯舘村・双葉郡浪江

町と境界を接している。 人口は約48,100人、 面積は約198,49krrrで、 当地方の産業及び政治面

での中核都市となっている。 主要交通網は南北方向に縦走するJR常磐線と国道6号であり、

仙台方面や市内などへの通勤・通学手段として利用されている。

原町市の地形は、 西部域を南北方向に縦走する阿武隈高地、 そこから派生する相双丘陵・

常盤丘陵と称される標高100m以下の低丘陵、 及び丘陵間に開析された沖積平野とで構成され

ている。 全体として阿武隈高地にかかる西側が高く、 東部に向かうにつれて標高を下げている。

阿武隈高地東縁部と浜通り低地帯と双葉丘陵地域（岩沼 一 久之浜構造線）によって地質的に明

瞭に区分され、 低地帯もまた断層以東の相双丘陵地域と以南の常磐丘陵地域とに区分されてい

る。 阿武隈高地は東西約50km· 南北約200kmの規模を有し、 古生代から新生代中頃新第三紀中

新生に至る地質を有し、 北上高地と並ぶ日本最古の地質構造を形成している。 基盤層は古生代

末期のアパラキア摺曲と中生代末期のララマイドネ習曲に代表される二度に渡る世界的な造山運

動の際に、 古生層及び中生層に貫入した古期及び新期• 最新期の花岡岩、 変成岩類である。 地

形的には山頂がなだらかな隆起準平原を呈しており、 原町市付近の標高は500~600m前後にな

っている。 高地周辺では標高100~150m前後を測り、 東延するにしたがって徐々に高度を下げ、

海岸部では20~30mとなる。

阿武隈高地裾部から東に派生している低丘陵は、 新生代第三紀に形成された固結度の低い凝

灰岩質砂岩で構成されており、 双葉断層により、 上層部の相双丘陵（滝の口層）と中・下層の

常磐丘陵地域とに区分されている。 第四紀洪積世における氷河期と間票期の海水準変動により、

丘陵上には海成及び河成の段丘が構成され、 高位より順に第1段丘、 第2段丘、 と命名されて

いる。 原町市内では埋没段丘を含む7段丘の存在が知られており、 特に第1段丘である畦原段

丘と第4段丘である雲雀ヶ原扇状地が発達し、 他は河川上流域沿いに小規模に分布する在り方

を示している。 低丘陵の間には、 各河川が樹枝状に開析した谷間に士壌が埋没した沖積平野が

入り込んでいる。 標高は20m以下で、 縄文時代前期を中心とする海進期には海岸部の大部分が
だい ぎ

海水面下にあったと考えられている。 大木2 a式期の遺跡である情浜の赤沼遺跡の調査では、

海水面を標裔6m前後に求められているが（註1)、 現在では圃場整備が進み、 一面の美田地

帯が形成されている。

註1 長島雄一 1983 『赤沼遺跡試掘調査報告書』 原町市教育委員会

《参考文献》

玉川 一 郎 1985 『国指定史跡桜井古墳範囲確認調査報告書』原町市教育委員会
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5 : 第3段丘構成層、 6 : 第2弾丘構成層、 7 : 第1段丘構成層、 8 ~11 : 竜の

口層、 8 : 同c層（砂岩）、 9 : 同c層（シルト岩・京塚沢凝灰岩）、 10 : 同b層、

11 : 同a層、 12~19: 基盤岩類、 12 : 塩手層、 13 : 小山田層、 14 : 富沢層、 15 . 

中の沢層、 16 : 栃窪層、 17 : 古生層、 18 : 花概岩類、 19 : 脈岩、 20 : 竜の口層上

面標高(m)、 21 : ボーリング地点と孔番、 Ah: 畦原、 Bh: 馬場、 Hi : 雲雀ヶ原、

Hm: 原町市街、 Ht : 東高松、 Ka : 菅浜、 Kh : 北原、 Kk : 片倉、 Mg : 間形沢、

珈：米々沢、 Nn : 長野、 No: 中太田、 Om: 大甕、 Sd : 雫、 Se : 下江井、 Sk : 下北

高平、 So : 下太田、 Ss : 下渋佐、 Tb: 塚原、 Tg . 鶴谷、 Tm. 館前、 Yg . 横上

O (S-1/100, 000) 2.5km 

図l 原町市内地質図
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第2節 歴史的環境

原町市における旧石器時代の遺跡は、 現在まで9遺跡が知られている。 立地条件を概観する

と太田川流域の第1段丘面、 第4段丘面の雲雀ヶ原扇状地に所在する。

縄文時代の遺跡は、 早期末から晩期までの各時期にわたる遺構・遺物が確認されている。 そ

の多くは阿武隈高地裾部に所在するが、 一方で海浜側の微高地上にも確認されており、 雲雀ヶ

原厨状地の先端部の微高地上や新田川下流域の河岸段丘面に分布する。

弥生時代の遺跡は、 東北地方南部の標式上器である中期末菓の桜井式士器を出士する桜井遺

跡が知られていたが、 最近の調査では、 海岸部の丘陵の尾根部から石庖丁を代表とする石器群

や桝形囲式土器を中心とする中期段階の土器の出上が報告されている。

古墳時代の遺跡は、 前方後方墳として東北地方第4位の規模を誇る国指定史跡の桜井古墳が

新田川南岸の河岸段丘上に所在しており、 周辺の古墳と共に桜井古墳群上渋佐支群・同高見町

支群を構成している。 一方では市内の低位丘陵上に小規模な前方後円墳と円墳で構成される古

墳群が形成される。 また、 丘陵中腹部には多数の横穴抵群が築かれる。

同時代の集落の様相には不明な点が多いが、 前期段階では高見町A遺跡で塩釜式期の竪穴住

居跡が発見され、 中期段階では前屋敷遺跡で南小泉式段階の竪穴住居跡が発見されている。 後

期の様相は一 層不明確となるが、 低位丘陵上で調査された地蔵堂B遺跡は住社式期の竪穴住居

で構成される集落である。

奈良• 平安時代の遺跡は、 律令体制のもとに行方郡家跡である泉廃寺跡が新田川下流域北側

の丘陵裾部に所在している。 これまでの調査では寺家前地区には郡庁院、 正倉院が東西に隣接

して造営され、 正倉院の北西にあたる町池地区には館院が位置することが判明している、 郡家

の存続時期は7世紀後半に造営が開始され、 以後2回の変遷を経て、 10世紀代に廃絶すると考

えられる。

この時期の集落の調査例は少ないが、 町川原遺跡、 法瞳寺跡、 田村舘跡はロクロ土師器が出

土する表杉ノ入式期の集落と考えられるが、 それ以前の集落の様相は不明である。

中世の遺構としては城館跡が挙げられるが、 調査された相馬一 族の長、 岡田氏の居城とされ

た中世末の舘跡である泉平舘跡では小規模な畝堀を伴う堀跡と出入口が発見されている。 この

調査で堀跡から出土した木製呪符は中世信仰を知る上で貴重な資料である。

近世の遺構としては、 中期初頭の寛文6年(1666)以降に築かれた野馬土手と出入口となる

木戸跡がある。 野馬土手は、 雲雀ヶ原扇状地を囲むように、 東西約10km、 南北約2.6kmの範囲

に築かれたものである。 大部分は土塁であるが、 石垣としていた所もある。 木戸跡は、 多い時

で30数ヶ所が設けられていたといわれているが、 現在その姿をとどめているものは原町市指定

史跡の羽山岳の木戸跡一ヶ所だけとなっている。

近世後半から近代にかけては奥小卜1中村藩営の大規模なたたらとして馬場鉄山などの生産遺跡

と、 正福寺跡、 法瞳寺跡などで近世墓域の調査が行われている。
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第2章 泉廃寺跡保存整備

第2章 泉廃寺跡保存整備

第1節 泉廃寺跡

第1項 調査に至る経過

原町市泉の字宮前 ・ 寺家前を中心とする地域は、 建物の礎石が群在し、 古瓦 ・ 炭化米が出土

することが古くから知られており、 昭和30年に古代の寺院跡として約49,000面が県の史跡に指

定されている。 平成6年には、 この泉を含む高平地区の県営圃場整備事業に伴う発掘調査が市

教育委員会によって開始され、 県指定地外からも多数の遺構 ・ 遺物が検出された。 調査の結果、

県指定地を中心とした東西約1km、 面積約120,000吋が遺跡範囲として把握されるとともに、

出土した遺構 ・ 遺物の特徴から、 当遺跡は古代陸奥国行方郡街跡であることが確認された（図

3)。 平成12年以降は、 遺跡の国史跡指定、 保存・整備へ向けた範囲 ・ 内容確認のための確認

調査が継続的に実施され、 平成13年には、 郡庁院跡の一部が市の史跡となった。

第2項 遺跡の立地

原町市の地形は、 主に阿武隈高地から派生した低丘陵とその間に開析された沖積地で構成さ

れる。 泉廃寺跡は、 市内を東流し太平洋へ注ぐ新田川の河口に近い泉の地に所在する。 遺跡は、

この新田川北岸に形成された河岸段丘縁辺から沖積地にかけて広がり、 東西に連なる丘陵を背

後に控え、 南に向かって緩く傾斜する地形に立地する。

第3項 平成15年度の調査

平成15年度は、 国史跡指定の申請へ向け、 遺跡範囲および、 これまで明らかになっている官

術関連施設の範囲確定を課題として補足的な確認調査を実施することとした。 泉廃寺跡のこれ

までの調査は、 前述した経緯から、 県指定地を除けば主として圃場整備の施工範囲となった水

田部分について実施されたものであり、 その際に遺構が検出された地区を遺跡範囲として把握

している。 一方、 遺跡北側に接する丘陵裾部の緩傾斜地は、 畑地や宅地として利用されており、

圃場整備地区外であったことから、 これまで未調査となっていた。

第20次調査は、 遺跡範囲の厳密な確定を意図し、 こうした部分について、 遺構の有無を確認

するために補足的に実施したものである。

また、 第21次調査は正倉院跡と推定される県指定地内で実施したものである。 当遺跡の正

倉院は溝によって方形に区画されていることが明らかとなっており、 これまでの調査で西辺 ・

北辺 ・ 南辺の区画溝が確認され、 西限 ・ 北限 ・ 南限が確定している。 本年度は、 東限の確定を

課題として調査を実施することとした。
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第 4 項 泉廃寺跡（第20次調査）

調査要項

所 在 地 原町市泉字町池 ・ 宮前

調 査期間 平成15年4月 1日～平成16年10月15日

対象面積 120,000可

調 査面積 390rrf 

調 査担当 藤木 海

第2章 泉廃寺跡保存整備

発掘補助員 酒井和秋 ・ 佐藤和枝• 佐藤和子・佐藤紀美子・瀬川トミ子・高橋キイ子 ・

新妻洋子 ・ 星 節子・渡部トシ子

加藤 恵・桑島秀治 ・ 百々千鶴

調査概要

第20次調査は、 遺跡の北西端にあたる地点において実施した調査である。 現況は畑地で、 傾

斜角度5
゜

前後の緩傾斜地となっている。 平成10年 に行われた第8次調査では、 当調査区から

道路を隔てた南側の水田約8,000吋が発掘され、 八脚門を伴う柵列によって区画された建物群

が確認された（図4)。 第20次調査は、 この第8次調査検出の官術施設の北限を確定する目的

で実施した調査である。

調査は、 表士除去作業・埋め戻し作業を重機、 一部人力で、 遺構 ・ 遺物の検出・精査作業を

人力で行った。 原則として遺構の検出までとしたが、 掘り込みの形状や深さ、 覆土の堆積状況、

年代を示す遺物などの情報を得る必要性から、 遺構の掘り下げを行ったものもある。

調査成果

検出された遺構は、 掘立柱建物跡2棟、 竪穴住居跡12軒、 溝跡8条、 土坑2基である（図

5)。

1 T

掘立柱建物跡1棟(SB 1) ・ 竪穴住居跡3軒(S I 1 · 2 ·10) ・溝跡1条(SD1)が

確認された。 調査区北端に位置するSB 1は、 3X2間の東西棟の掘立柱建物跡である。 S I

1 ·10と重複し、 これより新しい。 S I 1 ·10は重複しないが近接するため、 同時に存在し

たとは考えにくい。 両者とも人為的に埋め戻されている。 調査区南端で確認されたS I 2は、

東西溝SDlに切られているためプランは明確でないが、 調査区内で東辺・西辺を確認できな

いこと、 SDlの断ち割り部分で床面の位置が確認され、 検出面からの深さ約50cmを測り深い

ことから、 大型の竪穴住居となる可能性がある。 なお、 S I 2の覆土はSDl以北には広がら

ないことから、 SDlはS I 2の北壁部分を切っていることになる。
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2T 

竪穴住居跡4棟(S I 3 ·4 · 5 ·11)、 溝跡2条(SD1 · 7)、 士坑2基が確認された。

S I 3とS I 11は重複し、 S I 11が新しい。 ともに南側が攪乱によって失われており、 全容は

不明であるが、 S I 11は北壁に煙道とみられるプランをもっため、 北カマドと判断される。 調

査区南半部では、 lTで確認されたSDlの東側延長部分、 これに切られるS I 4 · 5が確認

された。 S I 4は調査区内で東壁の一部が確認されたのみで詳細は不明である。 S I 5は南半

部をSDlに切られるが、 北壁が残る。 北側にカマドの煙道が確認され、 北カマドの竪穴住居

である。

3T 

3Tでは南端部で掘立柱建物跡1棟(SB2、 中世）、 北端部で竪穴住居跡1棟(S I 6) 

が確認された。 S I 6は、 南側に撹乱を受け、 プランは不明確であるが、 東墜が調査区内にか

かる。 その中央部と推定される位置でカマドの火床部とみられる被熱した土層のプランを確認

しており、 東カマドと考えられる。 なお、 中世の掘立柱建物跡SB2に伴って地形が削平を受

けており、 3T内でSDlの延長部分は確認されなかった。

4T 

溝跡2条(SD6 · 8)、 竪穴住居跡1棟(S I 12)が確認された。 S I 12は、 調査区東端

で西壁の一部を確認した遺構であり、 竪穴建物としたが全容は不明である。 SD6は、 調査区

西寄りを南北に走る溝跡で、 幅は3. 5mを測る。 調査区は南・西へ向かって下がる傾斜地であ

り、 調査区壁で士層断面を観察すると、 溝は斜面上位側から西へ向かって流出した褐色士によ

る自然流入上によって埋没した状況が認められた。 また、 溝は底面に凹凸があり、 掘り直しに

よる複数時期が想定される。

第20次調査区で確認された基本土層は、上から順に表土・褐色土層（中世建物SB2を覆う中

世以降の堆積層と推定される） • 黒褐色士 （古代の竪穴住居を覆う自然堆積層）・黄褐色粘土

層 （ロ ー ム）・白色粘上層・岩盤である。 SD6を境にした東側と西側とのあいだには段差が

あり、 東側は自然地形による緩やかな傾斜が認められ、 他の調査区と同様の黄褐色粘士層が確

認されたが、 西側は黒褐色土による薄い堆積層の直下に白色粘上層が確認された。 これは、 西

向斜面を切り土して造成が行われたことによるものと推定され、 黄褐色粘土層はこの時の削平

により失われたと考えられる。 造成が行われた時期については、 斜面上位側からの士砂の流出

に伴って混入したと推定される土師器・須恵器片以外に出士遺物がないため不明確であるが、

削平により露出した白色粘土層の直上に堆積している黒褐色士層は、 竪穴建物を埋めている自

然堆積による覆土と共通すること、 溝の方位がほぼ南北を向くことから、 古代に遡る可能性が

高 し ヽ ゜

5T 

先述のSD6の北側延長部分と竪穴住居跡1棟、 溝跡1条、 ピット3基を確認した。 S I 7 

は調査区東寄りで確認した竪穴建物跡である。 現代の削平が著しく、 南側部分が失われている。

北側部分も上層部が失われ、 覆士は厚さ10cmほどが遺存するのみである。
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第2章 泉廃寺跡保存整備

6T 

1 "-' 5Tで確認された遺構群の北限を確定するため、 これらの北側に設定したトレンチであ

る。 この部分には、 現代の屋敷があったことがわかっており、 地形が大きく削平されている。

このため、 表土を除去したところ、 山側である調査区北半部では岩盤が露出したが、 南半部で

は黄褐色粘土層・白色粘士層が確認され、 この層を検出面とした。 調査区南東隅で、 竪穴住居

跡1棟(S I 9)を確認している。

調査区北半部で確認された岩盤が、 基本土層のなかでもかなり深い位置にある地層であるた

め、 本来はこの部分から丘陵斜面が急激に立ち上がる地形であったものと推定される。

7 · 8  T 

4 · 5Tで検出されたSD6および地形を造成した部分に、 南北にのびる道路遺構の可能性

を想定したため、 5Tから宅地・馬場を隔てた北約120mの地点に東西トレンチを設定した。

地形は、 西へ向かって下がる緩やかな傾斜地である。

7 · 8 Tではともに、 西端部に落ち込みが検出され、 落ち込みは南北に帯状にのびるものと

考えられる。 しかし、 4 · 5Tと同様の状況は認められず、 これらの遺構が古代の道路遺構で

あるとするだけの知見は得られなかった。

所 見

泉廃寺跡のこれまでの調査は、 県指定地内を除けば、 圃場整備事業に伴って、 その施工範囲

となった水田を対象として実施したものが大半であり、 遺跡として把握していた範囲も主とし

て水田部分であった。

しかし、 今回の調査によって、 主に畑地や宅地として利用されている丘陵裾部の緩傾斜地に

も遺構が広がることが明らかとなったことから、 そうした部分においても遺構の有無を把握し

たうえで遺跡範囲に含める必要があるものと思われる。

前述したように、 今回の調査対象地においては6Tの位置する部分を、 当地区の遺構群の北

限として大過ないものと考えられ、 この部分までは遺跡範囲に含める必要があろう。 さらに、

7 · 8 Tを設定した谷地の部分についても、 道路遺構等が存在する可能性があるとすれば、 遺

跡範囲に含めるかどうか検討する必要がある。

第20次調査区では掘立柱建物跡よりも竪穴住居跡が多く確認され、 第8次調査区検出の掘立

柱建物群の北側に位置するこの部分は、 竪穴住居が集中する一 画であったことが判明した。 こ

れらの竪穴住居群の性格がどのようなものであるか、 今後検討する必要がある。 遺構の年代に

ついては、 確認調査であるため掘り下げを実施した遺構は少ないが、 竪穴住居ほかの遺構や表

土から出士する遺物は、 土師器では国分寺下層式期のものが大多数であり、 ロクロを使用する

段階のものは認められない。 この点は、 第8次調査区についても同様であり、 当地区の遺構群

は8世紀の幅のなかに収まる可能性がある。
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第1節 泉廃寺跡

第5項 泉廃寺跡（第21次調査）

調査要項

所 在 地 原町市泉字寺家前

調 査期間 平成15年10月16日～平成16年3月31 S 

対象面積 120, ooonf 

調 査面積 140nf 

調 査担当 藤木 海

発掘補助員 酒井和秋• 佐藤和枝• 佐藤和子・佐藤紀美子・瀬川トミ子・高橋キイ子・

新妻洋子・星 節子・渡部トシ子・木幡一征 ・ 木幡春江・佐藤正三

遠藤紀子・高井孝子・高力長子・斎藤勲• 佐藤民子 ・ 但野好子

加藤 恵・桑島秀治・百々千鶴

調査概要

第21次調査は、 県指定地内において実施した調査である。 正倉院についてはこれまでの調査

で北辺・西辺および南辺を画する区画溝が確認されており（図6)、 東限の確定が課題となっ

ていた。

第21次調査では、 11期正倉院())束限を画する区画溝の確認を想定して調査区を設定した。

調査は、 表士除去作業・埋め戻し作業を重機、 一部人力で、 遺構・遺物の検出・精査作業を

人力で行った。 原則として遺構の検出までとしたが、 掘り込みの形状や深さ、 覆土の堆積状況、

年代を示す遺物などの情報を得る必要性から、 遺構の掘り下げを行ったものもある。

調査成果

検出された遺構は、 溝跡4条、 柵列跡1列である（図7)。

1 T 

II期正倉院南辺溝跡の東側延長部分(SD1)、 その南側に平行する柵列跡(SA1)が確

認された。 SDlは幅3. 8"-'4 mを測り、 調査区内で約5m分を確認した。 深さは80cmである。

土層は、 最下層にグライ化した黒灰色粘士、 中層から上層にかけては人為的な埋め戻しによる

上層が堆積しており、 最上層には、 埋め戻し後の窪みに自然堆積した白褐色粘質土、 黒灰色粘

質土が認められた。 最下層の黒灰色粘土層からは木簡4点(3"-' 6号木簡）を含む木製品また

は木片が出土している。

2 · 3T 

lTの東約22mに位置する2Tでは、 SDlの延長は確認されなかった。 従って、 SDlは

lTと2Tの中間の位置で北へ折れ曲がる可能性が想定された。 そこで1· 2Tの北側に位置

する水田に長さ22mの東西トレンチ(3T)を設定した。 3Tでは南北溝跡2条(SD3· 

4)が確認された。 SD3は検出面での幅約2m· 深さ35cm、 SD4は幅約1. Sm· 深さ30cm

を測る。
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図6 正倉院跡遺構配置図
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第1節 泉廃寺跡

SD1出土の木簡（図8)

3号木簡は、 上・下とも欠損した小片で、 墨痕は比較的濃く残っているものの、 完全に残る

文字はない。 文字は片面のみに認められ、 いずれも同じ文字の残角である可能性がある。 その

場合には、 習書に利用された木製品と考えられる。

4号木簡は長さ18cmX幅1. 8cm X厚さ0. 9cmの短冊型で、 完形で出土している。 側面には孔が

穿たれている。 表面は全体にケズリが丁寧に施されており、 僅かな墨痕が確認できる程度であ

る。 また片面の2箇所に刃物が入られている。 文字は判読できないが、 木簡の形式から「兵士

歴名」や考課関係の木簡の可能性がある。

5号木簡は、 長方形の材の一 端に左右から切り込みがつけられた完形の付札木簡である。 長

さ15. 8cm X幅2. 1cm X厚さ0. 8cmを測る。 文字はオモテ面に10文字、 ウラ面に8文字が確認でき

るが、 向由ともケズリが施されているため判読できない又字が多い。

〔成ヵ〕 〔部ヵ〕

（表）「V嶋口郷□口里□□白人」

〔米ヵ〕

（裏）「Vロ ー 石□口十一 日」

オモテ而には「嶋LJ郷LJLJ里」の文字が見え、 8世紀前半の郷里制段階に作成されたものと

考えられる。 また、 郷名から書き始められている点から、 8世紀段階に「嶋口」という郷が行

方郡内に存在した可能性が高く、 『和名類緊抄』が編纂された10世紀段階には消滅した郷の存

在を示すものと推定される。 さらに、 ウラ面の2·3字目は「一 石」と読める可能性があり、

「石」は脱穀された状態の穀物を示す単位であることから、 備蓄を建て前とした正倉に収めら

れる稲穀の形態と合致し、 出士遺構の性格をよく示す遺物と考えられる。

6号木簡は、 上部は折損、 下部は折損または2次的な加工が施されている。 文字は片面に確

認できるが、 墨痕が薄く記載内容は不明である。

なお、 木簡の記載内容や使用形態については、 国立歴史民俗博物館平川南氏・山形大学三

上喜孝氏のご教示による。

所 見

II期正倉院東辺区画溝の確認を目的として実施した第21次調査では、 3Tで南北方向に走る

溝跡が確認されたが、 lTで確認された南辺溝跡に比べると規模が非常に小さく、 これらの溝

跡を東辺と確定するまでには至っていない。 しかし、 南辺溝は2Tの位置までは延びないこと

が確実であること、 西辺溝も南辺に比してやや幅狭であることから、 3T検出のSD 3 · 4が、

II期正倉院の東辺となる可能性がある。 この点については、 最終的にはコ ー ナ 一部分の調査に

よって判断されるべきものである。

また、 II期正倉院南辺区画溝において、 郷里制段階の木簡が出土したことにより、 II期区画

の下限を8世紀前半に求められることが判明した。 遺構期の実年代を示す貴重な手掛かりが得

られたことになる。
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第2章 泉廃寺跡保存整備

第2節 泉 舘 跡

第1項 泉舘跡 第1次調査

泉舘跡の発掘調査は泉廃寺跡保存整備事業において、 泉廃寺跡に関連する遺構の広がりを

確認することと、 行方郡家付属寺院跡の所在を確認するの大きく2つが調査の課題とされた。

周知の埋蔵文化財包蔵地台帳では、 泉廃寺跡の遺跡範囲外に位置し、 中世城館跡である泉舘

跡の遺跡範囲に含まれるため、 今回は泉舘跡第1次調査として報告することとする。

調査要項

所 在 地 原町市泉字舘前

調査期間 平成15年5月8日～平成16年3月12日

対象面積 30, ooorrl

調査面積 400nf 

調査担当 荒 淑人・藤木 海

発掘補助員 遠藤紀子・木幡一征・木幡春江・高力長子・斎藤勲・酒井和秋• 佐藤和子

佐藤和枝• 佐藤紀美子・佐藤民子・佐藤正三 ・ 瀬川トミ子 ・ 高井孝子

高橋キイ子・但野好子・新妻洋子・星 節子 ・ 渡部トシ子

加藤恵・桑島秀治・百々千鶴

/
／
]
l

-

図9 泉舘跡調査区位置図
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第2節 泉舘跡
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図10 トレンチ配置図

胴査概要

� ＼ ＼ ゾ

／ 
1/ 

ィ 50m

. I I l / 

調査は、 調査対象地にトレンチ12本を配し、 遺構、 遺物の有無を確認した。 その後の調査に

あわせて、 トレンチの追加などを行い遺構の検出に努めた。 表土除去、 埋め戻し作業は0, 25面

の重機、 遺構検出、 精査作業は人力で行った。

記録図面の作成は、 対象地内に公共座標と対応ずる基準点を設け、 平板測量で行った。

出土した遺物は、 地点、 層位、 日時を記録して取り上げ、 遺構に関連して出士したものは、

地点、 遺構名、 暦位、 日付を記録した。

記録写真は、 35mm判カラ ーネガ、 モノクロネガ、 カラ ー リバ ー サルで撮影し、 空中写真は

35mm判カラ ーネガ及びブロ ー ニ ー判カラ ー リバ ー サルフィルムで撮影している。

調査成果

1 · 2 · 4  ~13 T 

1 · 2Tは最も下段の畑に設けた調査区である。 1 · 2Tともに現表土面から約90cmまでは、

現在の畑地造成による造成盛土が厚く堆積し、 その下層には地山である黄褐色ロ ー ム下層の灰

白色岩盤が露呈する。 この地山面には重機による掘削痕が認められており、 遺構、 遺物はすで

に掘削を受けていると考えられる。 4 へ OTは最も上段部の畑地に設定した調査区である。 9

Tを除いた調査区では重機の掘削が著しい。 7Tでは溝2条と焼成遺構が確認され、 STでは

ピットとヒ
゜

ット内部に石を据えた柱穴2基を検出したが、 いずれも時期、 性格等は不明である。
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第2章 泉廃寺跡保存整備

10------12Tは最も下段の畑地に設定したlOTでは埋没谷の自然堆積土を確認したが、 11·12Tで

は約80crnの畑地造成にかかる堆積土の下層でlOT同様の自然堆積土を確認した。

13Tは1号掘立柱建物跡の東西規模を確認するための補足的な調査区である。 調査の結果1

掘立柱建物跡は13Tまでは広がらないこと、 弥生時代の竪穴住居跡1軒を確認した。

3 T (図11)

3Tは、 南斜面中腹に設けた。 当初は幅3mX長さ18mで設定したが、 表土除去の結果、 掘

立柱建物跡、 竪

穴住居跡、 溝跡

が検出されたた

め、 最終的には

140面を調査し

た。

1号掘立柱建物跡

1号掘立柱建

物跡は、 調査区

の中央から調査

区南辺で検出さ

れた側柱式建物

で、 唯一の掘立

柱建物跡である。

建物の東側は調

査区外にかかる

が、 建物西側柱

列からN-14°

-Eの主軸方位

を示すことが判

明した。 他の遺

構との重複では、

1号竪穴住居跡

よりは新しく、

1号井戸跡、 1

号溝跡、 2号溝

跡よりは古い。

建物構造は西側

柱列の南隅柱は

了

戸

図11 3T全体図

x

＼

゜(S-1/100) 3m 

SB-1 

� 
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第2節 泉舘跡

末検出であるため推定となるが桁行4間x梁行3間と考えられる。 桁行総長9.65m、 梁行総長

5. 95mで柱間尺は不均ーで、 柱は抜き取られているものと、 抜き取り痕が見られないものが混

在する。

1号竪穴住居跡

1号竪穴住居は調査区の南部で検出した。 住居東壁の一部は調査区外にかかるものの、 遺構

のほぼ全体が検出された。 住居は1号掘立柱建物跡、 1号溝跡との重複関係にあり、 本遺構が

最も古い。 住居規模は東西5.0mX南北4.8mの正方形の平面プランである。 住居中央部には住

居を縦断する1号溝跡が走り、 1号溝跡を掘りあげた結果、 住居北壁の中央付近にカマドを付

属していることが確認された。 また1号溝跡の壁で見られた住居内堆積土は、 観察の結果人為

的な埋土と判断される。 検出段階で、 非ロクロ成形の土師器甕、 内黒処理が施されたロクロ未

使用杯が出土しており、 本住居跡は国分寺下層式期の所産と考えられる。

2号竪穴住居跡

2号竪穴住居跡は、 調査区北部で検出された。 住居北壁は1号溝跡に壊される。 南堅は2号

溝跡、 現代の畑地造成にかかる削平を受け、 西壁は3号溝跡に切られるため未検出である。 明

確に確認された東壁は直線的で、 本来の住居平面プランは方形を基調とするものと想定される。

また1号溝跡を掘り上げた結果、 幅35cmX深さ20cmの壁周溝が巡ることが確認された。

3~5号竪穴住居跡

3号竪穴住居跡は、 調査区北部で検出された。 住居の北、 西壁は調査区外にかかるため、 遺

構の全体規模は不明である。 住居東壁中央付近には焼上の散布と煙道が確認されることから、

カマドは住居東壁に付属する可能性が考えられる。 本住居跡からは赤焼土器が出土したため、

本遺構の年代は10世紀代と考えられる。

4号住居跡は調査区の北東コ ー ナ ー付近で検出された。 住居プランは住居の南西コ ー ナ 一部

のみであるため、 住居の詳細は不明である。 遺構上面からは須恵器甕の破片が出土している。

5号住居跡は、 調査区の南東部で検出された。 検出された住居の範囲は住居跡北西コ ー ナ ー

部のみであるため、 住居の詳細は不明である。

1号溝跡

1号溝跡は、 調査区北辺を横断し調査区北東付近でほぼ直角に折れるL字状の溝である。 た

だし、 溝の南側は現代の畑地造成にかかる削平を受けたため不明である。 他の遺構との重複で

は、 1,..__, 3号竪穴住居跡、 1号掘立柱建物跡、 2号溝跡よりは新しく、 1号井戸跡よりは古い。

1号井戸跡

1号井戸跡は調査区ほぼ中央やや東よりに位置する。 平面プランは直径2.7mのほぼ円形で、

深さ1.2m付近まで調査を行った。 他の遺構との重複関係では1号溝跡、 1号掘立柱建物跡との

重複が認められ、 いずれの遺構よりも新しい。

本遺構は当初井戸跡としC調査を進めたが、 約40cm掘り進めた地点で近世磁器小皿が出上し、

更に小皿の下層からは不明鉄製品5点、 不明漆製品とともに鉄製鍋を被る人骨（頭骨）が検出

され、 近世墓として利用されていることが明らかとなった。 出士した人骨は鉄鍋と接していた
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第2章 泉廃寺跡保存整備

頭頂部の一部の骨のみが遺存し、それ以外の部分は遺存していない。

出土遺物（図12)

3Tの調査では、土師器、須恵器、赤焼土器、近世陶器、鉄製品などが出士した。1はロク
ロ未使用の杯である。底部の形状は丸底でケズリによる調整が顕著である。内面調整は器面の

摩滅のため明瞭ではないものの、ミガキもしくはナデが施される。内面の黒色処理はない。

7は1号掘立柱建物跡の南西隅柱埋土から出土した須恵器皿である。底部は回転ヘラ切り、

底部側辺には回転ヘラケズリによる再調整が施される。内面にはロクロナデが残る。

5は3号竪穴住居跡から出土した赤焼土器である。口径12.8cm、器高4.0cm、底径4. 3cmであ
る。底部には摩滅のため不明であるが、回転糸切りの可能性がある。6は1号竪穴住居跡から

出土した須恵器甕の肩部付近の資料である。外面には縄タタキが施され、内面の下半には横位
方向のカキメが残る。上半には横位ナデが施される。3は表土段階から出土した総黒の土師器

蓋である。口縁部は欠損しているが、リング状のツマミが見られる。4は内黒処理された高台

杯であり、内面にはミガキが施される。2は須恵器杯である。底部の切り放し技法は不明であ

るが、底面に手持ちヘラケズリが施され、底部側辺部には回転ヘラケズリが施される。

1 (LI) 

�� 
2(LI) 

-ーモ「戸
3(LI) 

三 一 4(LI) 

b

ー

)( 

�I) 

6
 

0 (S= 1/200) 5m 

S1-5 （遺構）

0 (S-1/3) 5cm 
I I I 

（追物） �---=-�� 

図12 3T出土遺物
7 

SB-1 P9LI 0 
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第2節 泉舘跡

小 結

本調査対象地内は、 現代の畑地造成にかかる大規模な削平を受けており、 この地に築かれた

遺構の 一部は、 この直の削平により消滅してしまった可能性が高い。 ここでは、 検出された遠

構・遺物をもって、 調査をまとめる。 なお遺構の重複関係を整理すると、 図13のようになる。

国分寺下層式

口
二

日

二
図13 遺構変遷図

本調査区で最もはじめに登場する遺構には竪穴住居がある。 他の遺構との重複関係では1

2号竪穴住居跡が最も古い時期に位置づけられるが、 1· 2号の竪穴住居跡は近接した位置に

築かれていることから同時期に存在していたとは考え難い。 1号竪穴住居跡からは非ロクロ整

形の内黒土師器杯や、 甕が出土しており、 国分寺下層式段階を目安に年代を示しておきたい。

1号掘立柱建物跡は国分寺下層式期の1号竪穴住居跡より新しい時期の建物である。

1号溝跡からは直接溝に伴う遺物は出士していないが、 赤焼土器を伴う3号竪穴住居跡を切

ることから上限は10世紀となる。

古代に造営されたと考えられる1· 2号竪穴住居跡、 1号掘立柱建物跡は国分寺下層式以降

の年代が与えられるが、 この時期は西側に隣接する泉廃寺跡のII期に相当する時期である。 泉

廃寺跡におけるII期段階の大きな特徴は、 群庁院を中心とした各施設群の造営基準線が真北方

位に求められる点にある。 1I期に先行する1期段階の建物群は真北方位から16. 5
゜

東に振れる

という特徴ある。 このような郡家の建物造営変遷を見ると、 本遺跡で検出された1号掘立柱建

物跡は郡家I期の主軸が東に振れる特徴を示しながらも、 出上遺物の年代は8世紀以降、 郡家

変遷では1I期段階の特徴を示すことなり、 郡家の変遷とは矛盾が生じる。 この矛盾点が今回の

調査区域における地形的な制約によるものなのか、 郡家の建物造営規格とは異なる基準をもっ

建物群であったのか、 更に検討を加える必要があろう。

最後に3Tから出土した土師器杯について記載をしておく。 図12 - 1に図示した上師器杯は、

ロクロ末使用で内面にミガキ調整を加えた非内黒色処理の資料である。

東北地方南部における8世紀段階の土師器は国分寺下層式に相当し、 前段階の栗囲式の系統

をもっロクロ未使用の丸底杯である。 内面には一 貫してミガキと黒色処理が施される。

上述のような東北地方の8世紀段階の土師器杯から見ると、 3Tから出上した杯は国分寺下

層式の範疇からは逸脱したものである可能性があり、 関東地方に系譜を持つ可能性がある。
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第3章 各種開発関連

第1節 調査に至る経過と遺跡概要

第1項 調査に至る経過

市内各種開発に関連した調査は6遺跡である。 そのうち、 試掘調査を実施した遺跡は、 桜井

B遺跡、 萱浜原畑遺跡、 西町遺跡、 三島町遺跡、 陣ヶ崎A遺跡5遺跡6地点、 測量調査が五治

郎内古墳群1遺跡である。 開発の内容は個人宅地建設関連2件、 集合住宅建設関連1件、 市道

拡幅関連1件、 その他3件である。

第2項 遺跡概要

陣ヶ崎A遺跡、 西町遺跡は旧石器時代の遺跡として登録されている。 両遺跡とも原町市内の

第4段丘面の雲雀ヶ原扇状地に所在しており、 陣ヶ崎A遺跡では彫刻刀形石器、 ポイントが、

南町遺跡では彫刻刀形石器が採取されている。

壼浜原畑遺跡、 桜井B遺跡は、 新田川下流域南岸の河岸段丘面に所在する遺跡である。 これ

まで、 萱浜原畑遺跡では弥生上器、 土師器、 須恵器が採取されており、 弥生時代から古墳時代

を中心とした遺跡と考えられている。 桜井B遺跡は新田川下流域南岸の河岸段丘縁辺に所在し、

弥生時代中期中葉の標式土器である桜井式土器や多種の磨製石器などを出土する。 三島町遺跡

は市内第4段丘面上に所在し、 奈良• 平安時代の遺物散布地として登録されている。 五治郎内

古墳群は太田川の支流鶴江川南岸に位置する低位丘陵の尾根上に位置する群集墳である。

/
／
]

l

―
 

大、

乎

洋

図 14 調査遺跡位置図
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第2節 調査要項と調査成果

第2節 調査要項と調査成果

第1項 桜井B遺跡（第1次調査）

調査要項

所 在 地 原町市上渋佐字原畑

調査期間 平成15年7月4日 ～ 平成15年7月9日

対象面積 654rrf

調査面積 100rrf 

調査担当 荒 淑人

発掘補助員 遠藤紀子 ・ 高力長子 ・ 木幡一征 ・ 木幡春江 ・ 斎藤 勲• 佐藤民子 ・ 佐藤正三

高井孝子 ・ 但野好子 ・ 番場秀秋

調査概要

調査対象となる範囲は現在畑地として利用されていたが、 調査は対象地に幅2mX長さ8m

の規模の基準トレンチを3本配置し、 遺構 ・ 遺物の確認に努めた。 遺構 ・ 遺物の検出作業から、

その後の遺構検出作業、 埋め戻し作業までのすべての作業を人力で行った。

記録写真は35mm判カラ ーネガ ・ カラ ー リバ ー サル ・ モノクロネガで撮影した。

調査成果

1T: lTは調査区南東部に設けた調査区である。 南北8mX東西2mの南北に長辺を向けた

トレンチである。 厚さ約40 cmの表土を除去すると、 その下層には黄褐色ロ ー ムの地山が

位置する。 地山面には畑地耕作による畝跡が東西方向に走る。 この時点まで、 遺物の出土

ならびに遺構は確認されなかった。

2 T: 2 Tは調査区南西部に設けた調査区である。 南北8mX東西2mの南北に長いトレンチ

である。 lT同様に厚さ約40cmほどの表土を除去すると、 その下層には黄褐色ロ ー ム地山

が検出される。 地山面には畑地耕作にかかる東西方向の畝が走るが、 遺物の出土ならびに

遺構は確認されなかった。

3 T: 3 Tは調査区北部に設けた調査区である。 南北2mX東西8mの東四に長いトレンチで

ある。 上記調査区同様に厚さ約40cmほどの表土を除去の下層には黄褐色ロ ー ム地山が検出

される。 地山面には畑地耕作にかかる畝が南北方向に走るが、 遺物の出土ならびに遺構は

確認されなかった。

小 結

今回の調査では、 表土を除去し地山面を確認するまで調査を行ったが、 調査対象地内で

は黄褐色ロ ー ムに到達する過程においても遺構、 遺物は確認されなかったため、 本調査地点は

遺跡の中心から外れた部分であると推測される。

調査知見

上述の調査成果から、 本地区における本調査の必要性はないと判断される。
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図15 桜井B遺跡調査区位置図
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第2節 調査要項と調査成果

第2項 桜井B遺跡（第2次調査）

調査要項

所 在 地 原町市上渋佐字原畑

調査期問 平成111年3月8日～平成1fi 年3月9日

対象面積 264rrf 

調 査面積 20rrf 

調 査担当 齋藤直之・荒 淑人・藤木 海

発掘補助員 遠藤紀子・裔力長子・木幡一征・木幡春江・斎藤 勲• 佐藤民子・佐藤正三・

高井孝子・但野好子

調査概要

調査対象地は個人宅地として利用されていた。 調査は、 対象地内に幅2mX長さ14mの試掘

トレンチを設定し、 表士除去作業・埋め戻し作業を重機で、 遺構・遺物の検出・精査作業を人

カで行った。 調査の記録写真はカラーネガフィルム・モノクロネガフィルムで撮影した。

調査成果

調杏対象地内で確認した基本土層は. T, T : 表十（山砂層。 字蜘，i告成に伴う盛十．）、 L II : 

暗褐色上層（宅地建設以前の耕作土層）、 L III : ソフトロ ー ム層である。 現代の土地利用に伴

うL I · L II層を除去したところ、 地表下60crnで11I層の上面が現れたため、 この層を遺構検出

面とした。 検出された遺構は、 竪穴住居跡2軒である(SI1 · 2)。 両者は重複し、 SI 1 

が新しい。

S I 1 : 調査区南端部で北壁の 一部を検出した竪穴住居跡である。 SI 2と重複し、 これより

新しい。 調査区内で被熱したカマドの袖、 煙道のプランを確認しており、 北カマドの竪

穴住居と判断される。 覆土から表杉ノ入式期の士師器杯が出土した。

S I 2 : S I 2は、 調査区南端部で西壁の一部を確認した竪穴住居跡である。 方形のプランと

考えられ、 南北は約2. 5mを測る。

小 結

調査対象地は、 国史跡桜井占墳の指定範囲から道路を隔てた南側に隣接する位置にある。 桜

井古墳の調査では、 後方部南側周溝の範囲が確定しておらず、 国指定地外にひろがる可能性が

想定されたが、 今回の調査区では同古墳の周溝とみられる遺構は検出されなかった。

当調査区で確認された竪穴住居跡からは、 表杉ノ入式段階の士師器杯が出士している。 桜

井古墳の史跡整備に伴う調査では、 15Tで該期の土器を出土する土坑が確認されており、 9世

紀代には、 当遺跡の位置する段丘上に平安時代の集落が展開したと考えられる。

所 見

調査の結果、 遺構が検出されたが、 住宅の建設に伴う掘削は遺構面に達することはなく、 保

護層も確保でさる-とから、 本調査の必要はなし、と判断される。 ただし、 対象地内の未調査部

分にも埋蔵文化財が存在する可能性が高く、 工事ば澳重に行う必要がある。
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図18 遺構配置図
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第2節 調査要項と調査成果

第3項 萱浜原畑遺跡

調査要項

所 在 地 原町市萱浜字原畑

調査期間 平成15年9月24日 ～ 平成15年10月3日

対象面積 1, 729rrf 

調査面積 126面

調査担当 荒 淑人

発掘補助員 遠藤紀子・高力長子・木幡一征・木幡春江 ・ 斎藤 勲・佐藤民子 ・ 佐藤正三 ・

高井孝子・但野好子

調査概要

調査対象となる範囲は現在まで、 植林された杉木立がならぶ山林となっており、 調査は対

象地に幅2mX長さ10mの規模の基準トレンチを6本、 幅lmのトレンチ2本を地形に合わせ

て配置し、 遺構・遺物の確認に努めた。 遺構・遺物の検出作業から、 その後の遺構検出作業、

埋め戻し作業までのすべての作業を人力で行った。 記録図面は、 平板測量によりトレンチ配置

図S=l/100で作成し、土層断面図はS=1/20の縮尺で作成した。 調査の記録写真は35mm判カラ ーネ

ガフィルム ・ モノクロネガフィルムで撮影した。

図19 萱浜原畑遺跡調査区位置図
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第3章 各種開発関連

調査成果

1 ~3T: 1~3Tは河岸段丘面が沖積地に向かって傾斜する斜面地に設けたトレンチである。

表士除去後斜面部では黄褐色ロ ー ム層が確認される約1. 2mまで掘り下げたが、 遺構、 遺物

は確認されなかった。

4 · 5T:4· 5Tは河岸段丘面縁辺に設けた調査区である。 黄褐色ロ ー ム層が検出される面

まで掘り下げたが、 士師器が1点出土した以外、 遺構、 遺物は確認されなかった。

6 · 7T:6 · 7Tは河岸段丘面に設けた調査区である。 4· 5T同様に黄褐色ロ ー ム層面ま

で掘り下げたが遺構は確認されず、 遺物は表士から弥生土器数点が出土した程度である。

検出遺構：なし

出土遺物：弥生士器・土師器

小 結

今回の調査では、 表土を除去し地山を確認するまでの調査を行ったが、 黄褐色ロ ー ム層

に到達しても明瞭な遺構 ・ 遺物は確認されず、 若干出土した土師器、 弥生土器は河岸段丘

面から河岸段丘斜面に流出したものと推測される。

上述のような調査成果から、 本調査地点は遺跡の中心地から離れた地点であると推測さ

れる。

調査知見

上述の調査成果から、 本地区における本調査の必要性はないと判断される。

図20 トレンチ配置図
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第2節 調査要項と調査成果

第4項 陣ヶ崎A遺跡

調査要項

所 在 地 原町市大木戸字陣ヶ崎

調 査期間 平成15年7月28日～平成15年8月2日

対象面積 788rrf

調 査面積 80 rrf 

調 査担当 藤木 海

発掘補助員 遠藤紀子・高力長子・木幡ー征 ・ 木幡春江・斎藤 勲• 佐藤民子・佐藤正三 ・

高井孝子 ・ 但野好子

調査概要

遺跡は、 原町市西部に）ムがる雲雀ヶ原扇状地の中央部に位置し、 一帯は標高50~60mほ

どの平坦な地形が広がっている。 調査対象となる範囲の現況は雑種地である。 調査は、 対象

地内に幅2mX長さ10mの試掘トレンチを4本設定し、 表土除去．埋め戻しを重機で、 遺構・

遺物の検出作業を人力で行った。 また、 当遺跡は後期旧石器時代の遺跡として登録されている

にめ、 トレンチの 一部をうストピットとして、 深掘り調査を行った。

調査成果

調査区内で確認した基本土層は、 L I : 表土、 L II : 黄褐色粘質土（ソフトロ ー ム）、 L

ill: 明黄褐色粘質土である。 表士を除去したところ、 地表下約20cmの位置でII層が現れたため、

この層の上面を遺構検出面として精査を行ったが、 木の根による撹乱、 ゴ ミ穴、 畑の畝など、

現代の土地利用に伴う掘り込みが確認されたのみで、 遺構・遺物は検出されなかった。

当遺跡は旧石器時代の遺跡として登録されているため、 II層の上面における遺構検出作業を

終了した後、 lTの東端にlm四方のテストピットを設定し、 石器群が存在する可能性に留意

しながら鋤簾により掘り下げを行った。 テストピット内では厚さ50,---., 60cmのII層の下層でrn層

を確認した。 掘り下げは住宅の基礎が及ばない深さlmまでで停止したが、 m層はさらに下ま

で続いていた。

以上の過程のなかで、 遺構・遺物は確認されなかった。

所 見

上述した調査結果から、 対象地内に埋蔵文化財は存在しないと判断した。 従って、 本調

査の必要性はないと判断される。
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第2節 調査要項と調査成果

第5項 三島町遺跡

調査要項

所 在 地 原町市三島町

調 査期間 平成15年12月20日～平成15年12月27日

対象面積 4, 340rrl 

調 査面積 200 rrf 

調 査担当 荒 淑人•藤木 海

発掘補助員 酒井和秋•佐藤和枝•佐藤和子 ・ 佐藤紀美子 ・ 瀬川トミ子 ・ 高橋キイ子 ・

新妻洋子 ・ 星 節子 ・ 渡部トシ子 ・ 桑島秀治

調査概要（図23·24)

調査対象となる範囲は大きくA · Bの2地区に分けられる。 A地区は調査対象地の西半部

であり、 これまで砂利敷きの駐車場となっていた。 一方、 東半部のB地区は、 原町市文化セン

タ ーに付属する体育館が建設されていた部分であり、 体育館取り壊し後は砂利敷きの駐車場と

して利用されていた。 B地区は遺跡の登録範囲外に位置するが、 A地区の調査成果から、 この

部分にも遺構が広がる可能性が予察されたため、 調査を実施することとした。

調査区は、 幅2mX長さ10mの試掘トレンチをA地区 · B地区にそれぞれ5本ずつ、 計10

本設定した。 調査は表土除去 ・ 埋め戻しを重機で、 遺構検出作業を人力で行った。

調査成果

調査で確認した基本土層はLI : 表士（砂利、 駐車場に伴う整地のための山砂）、 L II : 暗

褐色土（駐車場建設以前の耕作層）、 L III : 黄褐色土（ソフトロ ー ム層）である。 III層の上面

を遺構検出面とした。

A地区（図25)

地表下45~60crnの位置でIII層の上面に到達した。 全体としてみると、 西へ行くにつれて地山

の位置がやや低くなっていく状況が観察された。

1 T : 遺構は確認されなかった。

2T: 中央部に撹乱を受けている。 ヒ
゜

ット7基を検出した。 このうち5基は一辺50crn前後の方

形、 2基は径20crn前後の円形を呈するものである。

3T: 竪穴住居跡2軒(SI1 · 2)、 ピット5基が確認された（図27)。 竪穴住居跡は重

複しており、 上面の観察でSI 1→ S I 2の順につくられたと判断した。

S I 1は調査区西端部に位置し、 方形のプランの竪穴住居跡南半部が調査区内にかかった

ものと思われる。 調査区内にかかった東 ・ 西壁で計測して、 東西規模は3. 7mである。 また、

本住居跡を切る撹乱層を掘り上げて断面を観察した結果、 検出面から床面までの深さはlOcrn

ほどと判明した。 SI 2も方形のプランをもつ竪穴住居跡で、 調査区内で北半部が確詑され

た。 東西規模は4.8mを測る。 北壁中央東寄りで焼土塊を伴うカマドの煙道とみられるプラ

ンが認められ、 北カマドの竪穴住居と推定される。 両住居跡とも、 主軸方位を北へ向けてい
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図24 トレンチ配置図
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第2節 調査要項と調査成果
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図25 A地区遺構配置図

る。 覆土より土師器片1点、 須恵器片2点が出土した（図28- 1 ""3)。 1は士師器甕のロ

縁部破片で、 口縁部外面にヨコナデ、 以下にハケメがみられる。 栗囲式期のものと思われる。

2·3は須恵器甕の肩部破片資料である。

4T: 調査区西端部で暗褐色土・黒褐色土による平面円形と推定される掘り込みのプランを検

出した（図27)。 竪穴住居跡S I 3としたが、 大半が調査区外にかかるため性格は不明であ

り、 土坑の可能性もある。 医化できないが、 上面より国分寺下層式期の土師器杯が出土した。

この他、 土坑1基(SK1)、 ピット5基が確認された。 SKlからは鉄滓が出土している。

5T: ヒ
゜

ット3基を確認した。

B地区（図26)

7 T·8 TはA地区と同様に地表下50cm前後の位置でIII層を確認したが、 6 · 9·lOTにつ

いては、 原町市体育館の基礎により調査区内の大半が撹乱を受けていた。

6T: 大部分が撹乱を受けており、 遺構は遺存していなかった。

7T: ヒ
゜

ット7基が検出された。

ST: ピット10基が検出された。

9T: 調査区内の大部分が撹乱により失われており、 トレンチ西端と中央部にわずかに地山が
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図26 B地区遺構配置図

遺存している（図27)。 トレンチ中央部ではIII層を掘り込んだ暗褐色土層を確認しており、

SXlとした。 土師器杯1点が出士している（図28- 4)。 出土した杯は口縁部の一 部を欠

くものの、 ほぼ完形である。 非ロクロ整形で内面にミガキ・黒色処理が施され、 外面は底部

から口縁部までヘラケズリが施されている。 平底の底部から内湾してそのまま口縁部に至る

器形で、 国分寺下層式期のものと思われる。 本遺構の性格は不明であるが、 覆土の特徴が3

TのS I 1 · 2と共通すること、 上師器杯の出土から、 竪穴住居跡の可能性がある。

10T : 大部分が撹乱を受けており、 遺構は遺存していなかった。

採集遺物： B地区とした部分での工事立会いの際に、 土師器杯1点、 甕5点が出土した（図28

- 5 ~10)。 5は杯である。 平坦な底部から大きく外に開く日縁部が立ちあがる。 口縁部と

底部との境界がややくびれ、 弱い稜を形成する。 口縁部外面の幅1cmほどの範囲にヨコナデ、

底部外面にヘラケズリが施され、 両者の間に指ナデないし指頭押圧のみの未調整部分を残す。

また一 部に巻き上げ痕が残る。 内面には密なミガキがみられ、 黒色処理が施されている。

6 ~10は甕である。 6は口縁部から胴上半を残す資料である。 口縁部外面に横位ヘラナデ、

胴部外面に縦位のヘラケズリが施され、 両者の間に一 部指頭押圧のみの末調整部分を残す。

内面は全面に横位のヘラナデが施されている。 7は甕の口縁部～胴上半、 8は胴下半から底

部を残す資料で、 器形や色調・胎土・調整技法などの特徴から両者は同 一個体と推定される。

7は長胴に外反する口縁部がつく器形で、 口縁部外面の強いヨコナデにより、 胴部と口縁部
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図27 主要遺構実測図

との境界に弱い段が形成されている。 口縁部外面にヨコナデ、 胴部外面に縦位～斜位のヘラ

ケズリ、 内面に横位のヘラナデが施されている。 9は小型甕の口縁部～胴上半を残す資料で

ある。 口縁部外面にヨコナデ、 胴部外面にヘラナデないしヘラケズリ、 内面には全面に横位

ヘラナデが施されている。 10は胴上半から底部を残す資料である。 外面に縦～斜位、 内面に

横位のヘラナデが施されている。 底面には木葉痕を残す。

小 結

今回の試掘調査で検出された遺構群の年代については、 S I 2から栗囲式期と推定される士

師器甕が、 近接する4TのS I 3および9Tで確認されたSXlとした遺構から国分寺下層式

期の土師器杯が出土していること、 また、 工事立会いの際に栗囲式の最終末とみられる上師器

杯・甕が採集されていることから、 8世紀前半代を中心とする時期のものと推定される。 遺跡

が立地する地形は、 新田川と水無川の合流点近くに形成された河岸段丘であり、 河川を望む段

丘上の平坦面に展開した奈良時代の集落と考えられる。 市内においては該期の集落遺跡の調査

例が少なく、 今回得られた資料は貴重なものである。

所 見

以上の調査結果から、 地表下20cm以上の掘削を伴う開発にあたっては、 計画変更またはエ法

対応が望ましいが、 不可能な場合には本発掘調査が必要である。 また、 これまで遺跡登録範囲

外であった部分においても遺構・遺物が確認されたため、 この部分についても追加登録を行う

必要がある。
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図 28 三島町遺跡出土遺物 (1~3: 3TSI2、4: 9TSXI、5~10: B地区表採）
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第2節 調査要項と調査成果

第 6 項 西町遺跡

調査に至る経過

市道旭町信田沢線は、 原町市役所（本町二丁目）付近から夜ノ森公園（三島町一丁目）まで

の間、 市街地を南北に縦断する県道浪江・相馬線（旧国道）と並行して走る主要な道路で、 川

俣•福島方面に直接通じる道路であることから、 交通量が多くしばしば渋滞している。

沿線には原町市役所をはじめ、 東北電力昧相双営業所、 市文化センタ ー、 原町郵便局、 福島

地方法務局原町出張所等市民生活に関係の深い施設も多く、 平成16年4月には原町市民文化会

館（愛称ゆめはっと）が開館する予定になっており、 交通渋滞の解消が当面の課題である。

市ではこの課題解決のため、 道路改良工事を進めていた。 平成15年10月、 道路改良工事担当

課の市都市計画課から、 市教育委員会文化財課に道路改良工事の協議があり、 遺跡地図により、

今年度工事予定地内に周知の遺跡である西町遺跡の所在を確認した。

道路改良工事は平成15年12月に着工予定であったため、 文化財課では早急に保存協議資料を

得る必要性に迫られ、 同年11月に試掘調査を実施することとなった。

遺跡概要

西町遺跡は、 昭和43年(1968) 3月発行の『原町市史』に掲載されている旧石器時代の遺跡

のうち、 所在地が「南町一の四」として石刃1点の表面採集が報告されている遺跡と同 一と考

えられるが、 昭和59年3月に調査、 作成された市の埋蔵文化財台帳には西町遺跡として登録さ

れ、 遺物として「ビュアリン」が記載されている。

この所在地と遺跡名の麒甑は、 平成6年に作成された台帳で修正されず現在に至っている。

遺物は野馬追の里原町市立博物館で展示されている。

台帳によれば、 旧石器時代の遺跡で面積は約4, 200rrfと推定されており、 現況は茶畑になっ

ている。

調査要項

所 在 地

調査期間

対象面積

調査面積

調査目的

調査担当

発掘補助員

調査概要

原町市南町一丁目1-1、 1-3、 4-5、 4-6、 4-7

平成15年11月18日"'-'12月9日

489面

54rri 

市道改良工事に係る保存協議資料を得るための試掘調査

堀 耕平

渡邊芳信

調査対象地区内に幅2mX長さ27mの大きさのトレンチを1本設定した。 表土剥ぎは重機で

行い、 その後の遺構検出作業は、 黄褐色の軟質粘土層に達するまで人力で行った。 また、 遺跡

は旧石器時代の遺跡であるため、 トレンチ内の2ヶ所について、 黄褐色の硬質粘土層に達する

まで深掘りを行い、 遺構、 遺物の確認に努めた。

測量は境界杭や現況地形を利用して平板で行い、 記録写真は35mmカラ ー フィルムで撮影した。
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調査成果

調査の結果、 検出遺構及び出土遺物はなかった。 土層は、 概ね4層に分けることができる。

第1層は黒褐色の表上で、 厚さは約30cmを測る。 第2層は暗褐色の粘士質シルトで、 厚さは約

20cmを測る。 第3層、 4層は深掘りで確認した上層で、 第3層は黄褐色の軟質粘土で、 厚さは

50---- 70cmを測る。 第4層は黄褐色の硬質粘土である。

調査所見

遺構、 遺物は確認できなかったが、 開発に際してば慎重な工事を要する。

図29 西町遺跡調査区位置図
゜ (1/2000) 100m 
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第2節 調査要項と調査成果

第7項 五治郎内古墳群

調査要項

所 在 地 原町市鶴谷字五治郎内

調 査期間 平成16年2月1日～平成16年3月15日

対象面積 2, ooorrf

測量面積 2, ooorrf

調 査担当 荒 淑人

発掘補助員 木幡一征• 佐藤正三 ・ 斎藤勲· 酒井和秋

調査成果

五治郎内古墳群は、 原町市内南部を流れる鶴江川南岸の低位丘陵の尾根上に位僅する。 これ

まで6基の方墳で構成される古墳群であると考えられてきた。 本年度、 古墳群が所在する地区

で、 森林伐採を主とする開発行為が計画されたため、 業務委託により墳丘測量図を作成し、 保

存協議の資料を作成した。

以下、 測量調査における古墳群の状況について報告する。

1号墳： 1号墳は本古墳群の中でも最も高所に位置し、 群内では最大の墳丘規模を有する古墳

である。 墳頂平坦面で計測される標高は32. 689mである。 墳丘の北側ならびに東側で

は、 墳丘端部ならびに墳丘斜面が直線的であり、 測量図を見ても円形というよりは直

線的なラインと見られる。 一方、 墳丘西側から南側にかけては墳丘封士の流出のため

か、 墳端ラインが不明瞭で等高線もなだらかである。 墳頂平坦面を形成する傾斜変換

線は32. 25m付近に位置し、 平面形はややいびつな倒卵形である。 墳丘西側の倒木によ

図30 五治郎内古墳群位置図
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第3章 各種開発関連

る墳丘の改変に影響されているのかも知れない。 墳丘平坦面南西部は方墳らしいコ ー

ナ ーと見ることも可能である。 以上の検討から、 1号墳は方墳として考えておく。

墳端を形成すると考えられる傾斜変換線は斜面上位側で31. 25から31.50mの間に位置

し、 斜面下位側では標高30.25m付近で認識される。 墳丘東西の傾斜変換線間の距離は

約14m、 南北間の距離は13mとなる。 墳頂平坦面の規模は東西4m以上、 南北6m前

後である。 墳丘高は斜面上位側で1.OOm前後、 斜面下位側で2.OOm飢後となる。

なお、 斜面上位側には溝状の地形変化が認められる。 この溝状の痕跡は墳丘の周囲を

全周せず、 尾根の上位側で尾根の傾斜に直交している状況から、 墳丘造成に関連して

尾根を切断している可能性が高い。

2号墳： 2号墳は1号墳の北方、 尾根下位側約15mの地点に位置する。 墳頂平坦面で計測する

標高は32.534mである。 墳丘の南側から西側にかけた範囲には周溝に似た溝状の窪み

が見られるが、 1号墳同様に墳丘を全周するまでにはいたらない。 墳端を形成する傾

斜変換線は標高29.75m付近、 墳頂平坦面を形成する傾斜変換線は30.25mに位置する。

墳頂平坦面は直径3.Om、 墳丘直径は5.8m、 墳丘高は1.Omである。

3号墳： 3号墳は2号墳の北方約15mの地点に位置する。 墳頂平坦面で計測される標高は29.

842mである。 墳丘の形状を見ると東西に長い方形のようにも観察されるが、 1号墳ほ

どの直線的なラインとは言い難いため、円墳と考えておきたい。 円墳として見た場合、

墳頂平坦面、 墳丘ともに東西に長軸をもつ倒卵形となり、 ある程度の墳丘封士の流出

が想定される。 墳頂平坦面は東西5.8mX南北4.2m、 墳丘東西規模は12.4m X南北12.

2mである。 墳丘端部を形成する傾斜変換線は標高28.Om、 墳頂平坦面を形成する傾斜

変換線は標高29.50mに位置し、 墳丘高は1.50mである。

4号墳： 4号墳は3号墳の北方約12.5mの地点に位置し、 傾斜変換線の状況から円墳であると

判断した。 墳丘の形状は東西方向に長軸を向けた倒卵形であるため、 3号墳同様に墳丘

封土の流出が想定される。 墳頂平坦面は円形に近く直径3.9m、 墳丘の直径は9.2mであ

る。 墳頂平坦面を形成する傾斜変換線は標高28.50m付近、 墳丘端部を形成する傾斜変

換線は28.OOmに位僅するため、 現状の墳丘高は0.50mである。

5号墳： 5号墳は、 1号墳から4号墳が所在する小規模な尾根の西側をはしる谷を挟んだ別尾

根上に築かれている。 墳丘の西側は南北に走る市道によって削平を受けている。 墳丘端

部を形成する傾斜変換線は標高27.75m付近、 墳頂平坦面を形成する傾斜変換線は標高

28. 75m付近に位置する。 墳丘の形状は円形で、 墳頂平坦面直径5.8m、 墳丘直径は9.8

m、 墳丘高は1.Omである。 墳丘の南側には1号墳や3号墳ほど明瞭ではないものの、

尾根の切断によると思われる地形の窪みが観察される。

小 結

本古墳群は原町市南部の低位丘陵尾根上に築かれた、 方墳1基、 円墳4基で構成される小規

模な群集墳である。 直接、 本古墳群の築造年代を示す土器資料の採集はできなかったが、 原町

市内における他の群集墳である桜井古墳群高見町支群、 北山古墳群、 荷渡古墳群が小規模な古
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第2節 調査要項と調査成果

墳で構成される古墳時代後

期の群集墳であることを考

慮すれば、 本古墳群も遺跡

が所在する立地や群を構成

する古墳の状況から古墳時

代後期に造営された群集墳

である可能性が高い。

また、 本古墳群が所在す

る丘陵の北側に位置する別

丘陵上には、 直刀を出上し

たといわれる高林古墳群が

所在しており、 本地域にお

ける古墳の登場は古墳時代

後期を中心とする時期であっ

たと想定される。

本古墳群を代表する1号

墳は一辺14m前後の方墳で、

市内では桜井古墳群上渋佐

7号墳に次ぐ2基目の確認

例となるが、 桜井古墳上渋

佐7号墳は古墳時代前期の

築造であることから、 古墳

時代後期に造営された群集

墳としては初めての確認例 図31 墳丘測量図
となる。

以上のような状況から、 本地域では古墳時代後期段階になると市内各所に小規模な群集墳が

造営されるようである。 群集墳は前方後円墳と円墳で構成されるもの（桜井古墳群高見町支

群・北山古墳群）、 円墳のみで構成されるもの（荷渡古墳群）に、 本古墳群のように方墳と円

墳で構成されるものが存在していることが明らかとなった。

今後、 これらの群集墳を形成する古墳の形状の差が、 どのような歴史的背景のもとに築造さ

れたのかについて、 解明する必要があろう。

所 見

本古墳群は古墳時代後期に築かれた5基の古墳で構成される群集墳である。 本地域による諸

開発に際しては保存されることが望ましいが、 保存が困難な場合には開発行為の事前に発掘調

査による記録作成が必要である。
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発行年月日 西暦20 0 4 (平成1 6年） 3月31日

コ ー ド 北 緯 調査期間 調 査 調査所収遺跡 所在地 市町村
上段氾f. 下段．完

面 積 原因
遺跡番号 東 経 (niり

屑20次 37° 39' 50" 0 3 0 4 0 1 3 9 0 
原町市泉字 0 7 2 0 6 0 4 1 0 1 5 保存泉廃寺跡 ，：——---------

寺家前・町池
幽 ― - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

整備0 0 0 9 7 0 3 1 0 1 6 
；第21次 141° 00' 50" 1 4 0 0 4 0 3 3 1 

原町市泉字 0 7 2 0 6 37° 38' 50 11 

030508 内容泉舘跡 舘前 0 0 0 9 9 141° 01 1 20 11 0 4 0 3 1 2 400 確認
: 37° 38 1 10 11 030704 集合
i 第1次 原町市上渋佐 140° 59' 35" 030709 1 0 0 住宅

桜井B遺跡 ： 0 7 2 0 6 
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

＇ ！第2次 字原畑 0 0 0 4 8 37° 38' 16" 040308 個人
140° 59' 30" 2 0 宅地i 040309 

萱浜原畑遺跡 原町市萱浜字 0 7 2 0 6 37° 35' 45" 030924 会社
原畑 0 0 2 2 3 141° 0 1 1011 0 3 1 0 0 3 1 2 6 建設

陣ヶ崎A遺跡 原町市大木戸 0 7 2 0 6 37° 36' 40" 030728 個人
字陣ヶ崎 00064 141° 56' 25" 030802 8 0 宅地

三島町遺跡 原町市三島町 0 7 2 0 6 37° 59' 16" 0 3 1 2 2 0 駐車場
0 0 2 4 2 141° 57' 30" 0 3 1 2 2 7 2 0 0 造成

西町遺跡 原町市西町 0 7 2 0 6 37° 38' 05" 0 3 1 1 1 8 市道
0 0 0 3 9 141° 57° 30" 5 4 拡幅0 3 1 2 0 9 

五治郎内古墳群 原町市鶴谷字 0 7 2 0 6 37 ° 35' 15" 040201 森林

五治郎内 0 0 2 1 9 141° 59' 20" 0 4 0 3 1 5 
2, 0 0 0 伐採

所収遺跡名 種 別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

泉廃寺跡：：第20次 官 術 奈良• 平安 掘立柱建物跡 士師器・須恵器 館 院竪穴建物
：第21次 官 術 奈良• 平安 区画溝 木簡・瓦 正倉院

泉 舘 跡 中世舘 奈良• 平安・近世 掘立柱建物跡・竪 土師器・須恵器
穴住居跡・井戸跡 中世陶器・鉄鍋

桜井原畑遺跡 散布地 弥生・古墳• 平安
萱浜原畑遺跡 散布地 縄文・弥生

桜井B遺跡 集落・古墳 弥生・古墳• 平安 竪穴住居跡 上師器
陣ヶ崎A遺跡 散布地 旧石器

西町遺跡 散布地 旧石器
三島町遺跡 集落 古墳• 平安 竪穴住居跡・ 土坑 土師器

五治郎内古墳群 古墳 古墳 方墳1 ・ 円墳4

-61-



原町市埋蔵文化財調査報告書第34集

原町市内遺跡発掘調査報告書9

平成16年3月31日 発行

発 行 福島県原町市教育委員会
〒975-0012 福島県原町市本町二丁目27番地

印 刷 有限会社 ライト印刷
〒975-0073 福島県原町市北新田字信田370-1


	原町34　33.pdf
	原町34　27.pdf
	原町第34集　修正中.pdf
	原町第34集 (1)　編集済み.pdf
	原町第34集 (2)　編集済み.pdf




